
 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。今回は、藤が丘病院全体で取り組んで行く「がん撲滅ワーキング」について

ご紹介したいと思います。プレゼンターはがん撲滅ワーキンググループの消化器・一般外科の梅本

岳宏です。今年の5月より院内の掲示板に“がん撲滅ワーキング”のポスターを掲示しております。既

に気が付いていらっしゃる方もおられるかと思います。 

わが国の癌による死亡者数は年間 30 万人を超え、死亡原因の第一位であります。また子どもを

生み育てにくい社会の状況が今後とも続くことは、急激な人口構造の変化（今は３人で支える「騎馬

戦型」、2050 年代には１人が１人を支える「肩車型」）を招く恐れがあります。対応を誤れば、我が国

社会の持続可能性を基盤から揺るがすものとなります。政府においては、「少子化の流れを変える」ため、具体的実施計画である

「子ども・子育て応援プラン」を策定して集中的な取組を進めているところです。しかし短期的な解決策では人口構造の変化を食い

止めることは難しいと思われます。われわれ医療従事者に今何ができるか、何をするべきかを考える必要があると考えます。患者は

病院を受診することにより、治療が開始できるわけです。つまり病気が進行してから受診される人の方が多いわけです。日常外来

診療の中で、患者さんから良く聞かれるのは、“いつから癌があったのですか”“検診をしていれば見つかりましたか” “癌って二度な

ることがあるのですか”などさまざまあります。今までのような受身の診療ではなく、小さな症状・訴えから病気を早期に発見できるよう

なシステムを構築していくことが大切なのではないかと考えます。我々は大学病院に勤務しているというアドバンテージを利用して、さ

まざま情報発信をして行きたいと思います。しかしいわゆる人間ドックや検診ではありません。あくまでも保険診療範囲内での話です。

昭和大学藤が丘病院は地域の皆さんに支えていただき、38年を迎えました。38年というさまざまな診療実績を元に癌の早期発見、

治療できるシステムを構築し、皆さんがスムーズに受診できるような体制にしたいと考えております。皆さんご承知の通り、日本でよう

やく「がん対策基本法」が成立･施行され、がん対策推進基本計画も制定され、国の本格的ながん対策が始まっております。「が

んになっても安心して暮らせる社会の構築」が 3 つ目の目標として加わりました。昭和大学藤が丘病院が地域の中核として確立し、

地域貢献ができればと考えております。 

今年のテーマは多重癌です。癌は一度なったとしても重複して（同時性・異時性）癌になることが決して少なくないのが現状です。

がん撲滅ワーキング活動を通じて、がんの早期発見・早期治療に努めてまいります。まず第一弾は泌尿器科領域です。 
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 近年、高齢化に伴い泌尿器科関連の癌も増えております。今回は尿路上皮癌（腎盂癌、尿管

癌、膀胱癌）、腎癌に焦点をあててみたいと思います。 

 まず尿路上皮癌ですが、腎臓の内側（腎盂という場所）から尿管をとおり膀胱に至る場所に発生

します。膀胱におこれば膀胱癌ですし、腎盂、尿管におこればそれぞれ腎盂癌、尿管癌となります。

いずれも癌の組織は尿路上皮癌となり発生する場所が違うだけで同様の癌と考えてもらって良いか

と思います。後述しますが、腎癌は腎実質（外側）に発生し組織型も腎細胞癌となりまったく別の癌

となります。 

 まずその尿路上皮癌ですが、同類といいましたが治療、特に手術においては異なってきますので、

腎盂尿管癌、膀胱癌とわけてお話します。 

 まず腎盂尿管癌ですが、自覚症状としては、初期には無症候性肉眼的血尿と言って、痛みや発熱などないのにおしっこが見た

目に赤くなる（血尿がでる）ことです。これが進行してくると腎尿管は左右２対ありますので、癌のある側の腰や脇腹が痛くなったりしま

す。また、肉眼的血尿はでたり、止まったりします。血尿がでた場合は、自然に止まったからと放置せず泌尿器科に診察を受けてい

ただいた方がよいでしょう。もちろん血尿をおこす疾患は腎結石、尿管結石、腎盂炎や膀胱炎などがあります。血尿だからとことさら

に恐れる必要はありませんが、癌の場合初期には痛みなどないことがあるので様子をみられてしまう方もおります。万が一癌であれ

ば早期のうちが治療の選択肢も増えますし、転移や再発の可能性もずっと少なくなります。またさらに早期発見をめざすなら無症候

性肉眼的血尿の前に顕微鏡的血尿（尿潜血）が陽性になります。これは顕微鏡もしくは検査試薬で調べないと判らない状況です

から自分で注意しても判りません。尿潜血があるかどうかは検診や人間ドックまたはかかりつけ医などでチェックしてもらうのが良いか

と思います。 

 つぎに膀胱癌ですが、やはり初期症状は無症候性肉眼的血尿になることが多いです。当然進行すれば頻尿や痛みなど伴って

きます。やはり早期発見するなら尿検査をおこなってもらうのが良いとおもいます。その尿検査ですが、通常の尿検査では血尿がど

れくらいでているか、その他蛋白や糖がでていないかはわかります。さらに当院では組織が変性した細胞が尿にふくまれていれば異

型細胞陽性とコメントにかかれます。異型細胞は癌だけではなく、炎症や結石などでも陽性になりますのでさらに悪性のものかどう

かを調べるためには尿細胞診といって組織を固定染色し、細胞の核の形がよくわかるようにして観察し、悪性（癌）からでているもの

なのかを判定します。その他の検査では超音波でも膀胱の腫瘍や腎臓の異常、腫瘍の発見や水腎症（尿の流れが悪く腎臓の内

側が腫れること）がみつかることがあります。症状がなくこういった検査で初めて泌尿器科に受診を勧められて来院される方も多くなっ

てきております。 

 ただ尿細胞診、超音波だけでは確定診断はつきません。ＣＴや膀胱鏡（尿管鏡）検査が必要になります。尿路上皮癌では採血

で癌の存在を推測する値（腫瘍マーカー）は特にありません。尿検査でMNP-22,NTX といったものがありますがその値の正確性は低く

補助的に用いられる程度です。ですので尿路上皮癌の早期診断には、尿検査（一般）、超音波、尿細胞診が重要となります。 

 次に腎癌ですが、腎癌は腎臓実質（外側）に発生します。腎癌の３徴（３の症状）は血尿、疼痛、腹部腫瘤（はれ）です。しかしこ

の症状は癌がかなり進行しないと出てきません。癌の初期は痛みもなく血尿も見られないことがほとんどです。ではどうやってみつか

るかというと、健康診断でやった超音波やたまたま他の病気でＣＴなどやってみつかるケースがほとんどです。 

 腎臓も特に有用な腫瘍マーカーはありません。尿路上皮癌と違って、初期に血尿がでたり、尿細胞診検査で癌がみつかることも

少ないです。よく「どういう症状があったら癌を心配しなければいけませんか？」という御質問をいただきますが、上記のとおり症状が

でるようでは癌がかなり進んでしまっていることもあります。腎癌も尿路上皮癌同様早期発見できればそれだけ治療の選択も増えます。

たとえば手術であれば小さいものなら腫瘍の部分だけくりぬく方法がありますが、大きくなってしまっては腎臓を全部取らなければなりま

せん。 

 当院では、超音波で肝臓や胆嚢を見る際も腎臓、膀胱をチェックしておりますし、前述したように尿検査でも血尿の有無以外に異

型細胞がでているかチェックしており、対象の疾患以外にも病期がないかアンテナをはっております。またなにか心配な事がありまし

たらいつでも泌尿器科に御相談頂ければと思います。 

がん撲滅ワーキング   ― 尿路上皮癌と腎癌について ― 

泌尿器科講師   太田 道也 



 

土曜日には 1 年次と 2 年次の臨床研修医の 4 名ずつが、眞田藤が丘病院長と昼

食を共にしています。この昼食会は、臨床研修制度発足以来毎年続いている恒例行

事となっています。 

昼食会では食事を摂りながら、病院長は研修医の研修状況や要望など研修医の

生の声を聞くことができ、一方研修医にとっては、医療を取り巻くさまざまな問題点や臨

床研修に大切だと思われる事柄や、研修医一人一人の将来の夢を話し合うなど、病

院長･研修医にとってまたとない貴重な機会となっています。                  

  

 

 

 去る 6 月 29 日(土)に毎年恒例となっております 昭和大学公開講座(春)を藤が丘病 

院・リハビリテーション病院合同にて開催しました。 

今回は『暮らしと健康 ～脳の病気～』と題し、60名強の方にご参加いただきました。

講師として市川博雄先生(脳神経内科医長)が「認知症の予防と治療～その前に正し

い理解～」、神谷雄己先生(脳神経内科講師)が「脳卒中～自分の危険度を知ろ

う！～」を講演後、参加者全員に脳波検査や超音波検査の実体験をしていただきまし

た。おかげをもちまして参加された皆さまからご満足のお声を頂戴しております。 

なお、公開講座は、秋にも開催いたします。また、昭和大学附属各病院でも随時開

催しております。当院のみならず他の附属病院の公開講座にも足をお運びいただければ幸いです。  ≪当日の講演の様子≫                    

 

 

 

 藤が丘病院・藤が丘リハビリテーション病院では 7 月 7 日の七夕にちなみ笹を飾りました。看護師と防災センター技術員により笹

は色とりどりに飾り付けられ、藤が丘病院の正面階段と小児科外来、藤が丘リハビリテーション病院のＧ階ロビーおよび各病棟に設

置されました。 

 なお、毎年笹は、近隣住民の方にご寄附頂いております。この場をお借りいたしましてお礼申し上げます。 

                       

藤が丘病院正面階段       リハビリテーション病院Ｇ階ロビー      リハビリテーション病院 2 階 

また、当日は『七夕ライトダウン』も実施し、各病棟においても消灯時間を早め地球温暖化防止に努めました。 

研修医と病院長の昼食会     

昭和大学公開講座(春)を開催しました     

七夕．笹を飾りました     



 

7 月 20 日(土)に藤が丘二丁目町内会による「納涼盆踊り大会」が藤が丘第三公

園で、8 月 3 日（土）に藤が丘一丁目町内会による「納涼盆踊り大会」が藤が丘駅前

公園でそれぞれ開催されました。藤が丘病院では例年のように事務部および看護部

が中心となり、両日ともお揃いの青い法被を身に纏い率先して踊りの輪に加わるなど

盆踊りに協力し、地域交流を図りました。 

    

 

         

        

 

    8 月 10 日（土）15 時よりリハビリテーション病院 G 階ロビーにて恒例のミラクルサマーコンサートが開催されました。今回も湘南スウ

ィングシスターズの皆さんにボランティアとしてお越しいただき、11 曲演奏していただきました。演奏中やその合間の MC では笑いあり涙

ありで大きな感動を与えてくれました。また、演奏を聴くだけではなく、参加者も一緒に歌う場面もあり楽しいひと時を過ごすことができま

した。 

 

 

 

 

 

 

2013 年６月・７月 （  )内は 1 日平均   

 

≪編集後記≫ 

8月。陰暦で葉月。陰暦では九月上旬から十月上旬の秋にあたるため、葉

が落ちる月で『葉月』となったとか、広葉樹が色付き始め段々と美しくなる月

であるからとか、稲穂の成長が大切な時期であることから『穂月』が変化し

たとか等諸説があるようで、陰暦の月の呼び名で唯一語源がはっきりしない

｢あやふや｣な月です。あやふやといえば、8月は6月とともに祝日がありませ

ん。どうもモヤモヤするのは私だけ？ それとも暑さのせい？ 立秋を過ぎた

というのにまだまだ真夏の真っ盛り。涼しくなるまでは後2ヶ月はかかるでしょう

か…                                  高橋 良治 

≪編集委員≫ 

髙 橋      寛  佐 々 木 春 明 

水 間    正 澄    小 岩    文 彦 

高 橋    良 昌    堤       博 志 

大 塚    幸 彦    吉 原    利 栄 

辻 本  さ な え    林      好彦 

豊 巻   美 里    飯 田八 代 枝 

有 本 由 布 子    髙 橋   良 治 

                     （順不同） 

 藤が丘病院 リハビリテーション病院 

 ６月 ７月 ６月 ７月 

外来患者数 32,472 人 (1298.9 人) 34,341 人 (1320.8 人) 5,013 人 (200.5 人) 5,154 人 (198.2 人) 

入院患者数 14,786 人 ( 492.9 人) 15,354 人 （495.3 人) 5,624 人 (187.5 人) 5,847 人 (188.6 人) 

 診療統計 201３年６月・７月 

周辺町内会の盆踊りに参加しました              

ミラクルサマーコンサートが開催されました              


